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修士論文にむけた文献研究 

仮題：100m 走における加速区間に着目した縦断的研究 

 

 今回の文献研究は短距離走の縦断的研究の意義と今後の課題について調査したものであ

る．まず短距離走の合理的な疾走動作を簡単に確認し，現在行われている短距離走の縦断

的研究についてまとめることとする． 

 

1．合理的な疾走動作 

〈スイング脚の動作〉 

� もも上げの高さは疾走速度と関係がなかった. 

� もも上げ動作後の脚の前方への振り出し角度は疾走速度と関係がなかった. 

� 引き付け動作（膝関節の最小角度）は疾走速度と正の関係があった． 

〈キック脚の動作〉 

� 股関節の最大伸展速度は疾走速度と関係がなかった． 

� 足関節と膝関節の最大伸展速度は疾走速度と負の関係があった． 

� 足関節の伸展動作が身体重心の上下動を生む原因となかった． 

� キックの後半において膝関節を伸展させない，合理的なキック動作のモデルを提案． 

注；以上の報告は，伊藤（2003）によるものである． 

 

2．短距離走の縦断的研究 

� 長期にわたる自己分析．（谷川，2002；土江，2003） 

� 中期（1 年程）にわたる自己分析．（土江，2004） 

� 競技パフォーマンスが高い時の疾走動作は膝関節の屈伸動作が少なかった．（新井，

2004） 

� トレーニングによってキックの後半に膝関節が伸展しない合理的なキック動作を獲得

できる可能性を示唆．(伊藤ら，1998) 

� 大腿部後面の強化を目的とした体力トレーニングで等速性膝屈曲力が増加した．（稲葉

ら，2002） 

� 競技パフォーマンスの向上に伴って動作意識が身体の末端部から中心部に変化した．

（志賀，2009） 

 

3．今後の課題 

先行研究ではレース全体や最高疾走速度が出現してからの区間のみに着目したものであ

り、速度を獲得する区間についての研究はみあたらない． 

� 100m のレース中の速度変化からスプリント走を区間分けしそれぞれの区間で求められ

る体力と技術についての報告．（土江，2008） 
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� それぞれの区間に求められる体力や技術を獲得するためのトレーニングを提案． 

（谷川，2006） 

これらの先行研究から，最高疾走速度の区間と速度を獲得する区間では取り組むべき課題

は異なっており，レース全体や最高疾走速度が出現してからの区間に着目した縦断的研究

に加えて加速区間に着目した縦断的研究もなされるべきである． 
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